






森絵都
ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2,310円

『デモクラシーのいろは』

「戦後の民主主義教育」という一見難しそうなテーマながら、先生
と教え子たちがどんなふうに変化していくのかワクワクして頁をめ
くる手が止まりませんでした。しかも主人公たちと笑ったり泣い
たりしながら読んでいて半年間の授業が終わりそうなところでま
だ全体の三分の二…からまさかのどんでん返し！ 予想できない
展開の連続で、ぜひネタバレなしに読んでほしいです。
� 植松野乃子／新宿本店

小 説第 22 位

小 説

金原ひとみ
文藝春秋 2,420円

『ＹＡＢＵＮＯＮＡＫＡ－ヤブノナカ－』

性加害を真正面から扱った作品。「加害者」たちは一体どういう背
景で、何を考えているのか、人の多面性を鮮やかに描いている。
多種多様な人々で構成されている社会には、分かり合えないこと
がどうしてもある。そのことをどうしても忘れてしまうのが昨今な
のかもしれない。分かり合えない人たちのいる世界をどうサバイ
ブしてゆくか、本作を読んで考えたい。� 山田萌果／札幌本店

第 23 位

宮島未奈
小学館 1,760円

『それいけ！ 平安部』

まさに青春。こんな部活があったら楽しいと思う。入部
するのは勇気がいるかな？ 一気に読めて、清々しい気持
ちになりました。
 � 三宅孝枝／追手門学院大学ブックセンター

小 説第 24 位

早見和真
朝日新聞出版 1,760円

家族とは。友達とは。受験とは。当時の自分が主人公のよ
うな答えを出せるだろうか。12歳の少女が悩んで苦しん
で、家族と共に中学受験に挑む。読み進めていくと感情が
あふれてしまって、涙が出てしまう。感動した！面白い！
という言葉でまとめたくないのに、うまく言葉が浮かんで
こなくて悔しい。� 小川由起／笹塚店

『問題。以下の文書を読んで、家族の幸せの形を答えなさい』
小 説第 25 位

フリーダ・マクファデン／高橋知子[訳]
早川書房 1,408円

『ハウスメイド』

ハウスメイドとして雇われた裕福な家庭。だけどこの家は何
かがおかしい…。終始不穏で嫌だなあと感じながらも読み
進める手が止まりません。最初に見ていたものが真実とは
限らない‼ 読後にプロローグを振り返りゾッとしました。
� 中田理恵／金沢大和店

小 説第 27 位

寺地はるな
文藝春秋 1,650円

『リボンちゃん』

みんなと一緒でもみんなと違っても私は私。どんな姿も
私は私を大事にしてあげよう。ポッとまん丸な光が心を
灯し埋めてくれる、ステキなお話です。私はリボンのよ
うなお守りをそっとポケットにしまって過ごしています。 
� 今中美由紀／泉北店

小 説第 28 位

青山ヱリ
朝日新聞出版 1,760円

『あなたの四月を知らないから』

「わたし」を「わたし」たらしめているものは何なのか。愛す
る人がいれば、お金がたくさんあれば、安心して暮らせる
家があれば、「わたし」でいられるのか。常にそう問いかけ
られていた気がする。�小泉真規子／グランフロント大阪店

小 説第 29 位

塩田武士
文藝春秋 2,420円

ネット社会の闇と真正面から向き合った本作。「安全圏のス
ナイパー」「芯のない正しさ」。突きつけられる言葉はどれも
他人事ではなく、胸が締めつけられる。だからこそ、苦し
みの中必死に生きようとする人の強さや、心ある人のやさ
しさや愛に光を感じた。今こそ、広く読まれるべき本。
� 吉原朋子／アリオ鳳店

『踊りつかれて』
小 説第 30 位

とにかくノンストップで読む手がとまりませんでした。「変
な」シリーズの集大成というのも納得の面白さで、いろい
ろな要素が濃く盛り込まれているのに読みやすかったです。
小説好きな人はもちろん、普段あまり小説を読まない人こ
そ「小説ってこんなおもしろいんだ！」と思えるきっかけに
できる本でもあると感じました。� 吉田麻美／徳島店

小 説

雨穴
双葉社 1,760円

『変な地図』
第 26 位

小 説

阿部智里
新潮社 1,980円

『皇后の碧
みどり

』

ファンタジーだけどミステリー。ファンタジーをあまり読まない私
も、怒涛の展開に、そちらこちらに零れているちょっとした違和
感に、この先の展開が気になって読むことが止められませんでし 
た…。そして、最後まで読んだら絶対読み直したくなる一冊で
す！� 藤井絵里佳／電子書籍事業部

第 16 位

何度「結末を知ってから読み直した方が心臓にいいのでは」
と思った事か。登場人物が少なく、場所の移動もない。
なのに、こんなにもドキドキハラハラさせられるなんて。
� 池上晃子／新宿本店

ホリー・ジャクソン／服部京子[訳]
東京創元社 1,540円

『夜明けまでに誰かが』
小 説第 18 位

村山由佳
文藝春秋 2,200円

『ＰＲＩＺＥ－プライズ－』

直木賞に懸ける作家の狂気！ 作家・編集者の駆け引き
のひりひりとしたリアルさに、現場の一端を知る書店員も
唸った。賞の主催元・文藝春秋から、ここまで裏側をえぐ
る物語が出る衝撃。この熱量をぜひ。
� 大田光穗／ブランド事業戦略部

小 説第 19 位

ハン・ガン／きむふな[訳]
評論社 1,650円

『涙の箱』

いっそ涙を流してしまえたらどれほど楽だろうか。そう思っ
たことはありませんか。子供の頃は感情のままに涙を流し
ていたはずが、大人になるにつれ様々な要因から泣き方す
ら忘れてしまうことがあります。そんな「あったはずの涙」
を思い出させてくれる一冊です。� 関谷薫人／泉北店

第 20 位 小 説

瀬尾まいこ
水鈴社 1,980円

『ありか』

「こんなあたたかい人たちが周りにいて、さりげなく支えて
くれたら大抵のことは乗り越えられるなぁ」と心の底から羨
ましくなります。同時に、こんな風に人と関わり、必要と
される生き方ができれば幸せな人生なんじゃないかと気づ
かされます。読後優しい気持ちが芽生え、近しい人に感謝
の気持ちを伝えたくなる物語です。�坂口まり子／鹿児島店

小 説第 21 位

小川哲
講談社 1,210円

『言語化するための小説思考』

小説国には法律があるらしい。目から鱗だった。なるほど！ そう
だったのか！ 長年の個人的な謎が解けてスッキリした！ その他、
読む専門の読者としては脱帽するばかりの内容。こんな思考だか
ら小川哲の小説は面白いんだ！� 猪股宏美／旭屋書店 新越谷店

第 14 位 エッセイ

和田竜
小学館 上 2,100円/下 1,900円

『最後の一色』（上・下）

この作品がなければ、一色五郎という稀に見る男の生き様を知る
ことなく一生を終えていたところでした。著者に感謝の気持ちし
かありません。火花を散らすような生涯に、ただただ圧倒されま
した。大胆不敵な豪傑にして慎重、刻一刻と変化する戦火や政
の真っ只中において、最速で最善手を選び抜く決断力、かと思え
ば細やかな気遣いを女たちに見せたり、魔物のようでありながら
人間的な魅力も兼ね備えており、かっこよすぎて完全にノックア
ウトされました。もしかしたらあり得た、忠興と共に生きるもう一
つの生き方も見てみたかったですが、これが戦国時代の非情さ。
超大作の余韻に未だに浸っております。� 坂口まり子／鹿児島店

第 15 位 小 説

小 説

キューに弾き出された球のように、ひとつの事象があらゆ
る事象に繋がり影響していく展開が素晴らしすぎる。この
世界で起こるすべてのことに、私たちの誰もが無関係では
ないのだと、鋭く、けれど優しく気づかせてくれる。
� 西村睦美／福岡本店

逢坂冬馬
早川書房 2,310円

『ブレイクショットの軌跡』
第 13 位

驚きの告知と実在する謎の湖から物語が展開！ 気がつい
たら引き込まれ、ページをめくる手が止められませんでし
た。店頭で手に取った時に表紙も気になっていて、なぜ、
紫陽花と人骨が描かれているのか。タイトルの意味も読み
終えると分かり、仕掛けに抜かり無しです。
� 中村絵里／ブランド事業戦略部

松下龍之介
宝島社 900円

『一次元の挿し木』
小 説第 17 位
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サマセット・モーム／金原瑞人［訳］
新潮社 781円

『月と六ペンス』

怖いものを見た、と思いました。金も名誉も家族も全て捨てて、
美に狂った男の半生は、百年経っても色褪せることなく私の心を
刺してきました。� 宇尾映佑／学校教育営業部

小 説

道尾秀介
文藝春秋 803円

『いけない ２』

前作に続き、各章の最後の写真で真相が明らかとなる構成で、
その後の考察まで楽しめる作品です。サクサク読めるので是非ミ
ステリーを読み始めたい方へ。
� 小川奈々／教育支援システム本部

小 説

椰月美智子
双葉社 1,870円

『９月１日の朝へ』

生きていれば、嫌なことやつらいこともきっとある。それでも、
いいこともきっとあるはず。だから、とにかく生きてください。
そんな願いのこもった１冊です。� 伊澤剛／小田急相模原店

小 説

藤田壮眞
ＫＡＤＯＫＡＷＡ 1,870円

『わたしは、あなたとわたしの区別がつかない』

自閉症の男子高校生が綴ったエッセイ。これまでに何を考え、ど
うやって成長していったか。鋭い自己分析に「なるほど」が止まり
ません。� 久富咲紀／キラリナ京王吉祥寺店

エッセイ

戸部良一／寺本義也／鎌田伸一／杉之尾孝生／
村井友秀／野中郁次郎  中央公論新社 990円

『失敗の本質　日本軍の組織論的研究』

日本軍の戦史を題材に「なぜ失敗が繰り返されるのか」を考えさ
せられ、チームや自分の行動にも置き換えて読めます。専門的す
ぎず読みやすく、気づきが得られる一冊です。
� 小笠原功治／旭屋書店 店舗支援部

評 論

池田光史
NewsPicksパブリッシング 1,980円

『歩く　マジで人生が変わる習慣』

「歩く」という人間の活動の基本となる行動について、健康問題
のみならずビジネスの視点でも言及しており、読後きっと歩きた
くなること間違いなし。� 有藤誠／旭屋書店 店舗支援部

ビ ジ ネ ス

蝉谷めぐ実
ＫＡＤＯＫＡＷＡ 858円

『おんなの女房』

役者という生き物はなんと業が深いのだろうか。いびつな二人が
夫婦になっていく過程にどきどきはらはらし、読後はしばらく放心
状態になった。� 植松野乃子／新宿本店

小 説

『リミナルスペース　新しい恐怖の美学』
ＡＬＴ２３６／佐野ゆか［訳］
フィルムアート社 3,740円
リミナルスペースについての本がこんなに早く日本で出版される
とは思わなかった！ ここ数年でSNSを中心に急速に広まったこの
概念について「恐怖」という観点から歴史を辿る１冊。
� 浦山夏／新宿本店

芸 術

アラン・マバンク／桑田光平［訳］
国書刊行会 2,860円

『割れたグラス』

酒屋で語られる残酷で悲惨な経験と現状。登場人物の会話からリ
アリティとユーモアが生まれ、耐え難い内容であるにも拘らず読
む手が止められなかった。� 細川和泉／新宿本店

小 説

小野寺史宜
実業之日本社 2,035円

『タクジョ！ あしたのみち』

なんと!! 作中で主人公がイトーヨーカドー木場店に本を買いに来
ます！ そこで私（実名で登場）が接客しちゃいます！ 前代未聞の
事態です!!!!� 宮澤紗恵子／イトーヨーカドー木場店

小 説

上田健次
小学館 781円

『銀座「四宝堂」文房具店 ６』

誰もがそれぞれのタイミングで訪れる文房具店。落ち込んだ時
に開きたくなり、登場人物の言葉が、自分の悩みに小さな気づき
をくれます。� 小野寺未来／アリオ亀有店

小 説

西村亨
筑摩書房 1,980円

『死んだら無になる』

主人公、柳田の物語は“私”の日常でもある。先の見えない不
安と、日々の些細な不平不満。我慢ならないキツい毎日だけど、
人生って皮肉で溢れてる。� 大森輝美／さいたま新都心店

小 説

文藝春秋［編］
文藝春秋 924円

『もの食う話』

武田泰淳『もの喰う女』から武田百合子『枇杷』への流れにふた
りの人生が詰まっていて、読むたびに胸を打たれる。
� 田中沙季／小田急町田店

アンソロジ ー

一穂ミチ
小学館 1,760円

『恋とか愛とかやさしさなら』

プロポーズの翌日、恋人が逮捕された─。この衝撃的なストー
リーに、あなたは耐えられるか？ 一つの「事件」をきっかけに、
平凡な人々の人生が複雑に絡み合っていく…。この物語は、あな
たの「当たり前」を揺さぶるでしょう。� 平田美紀／札幌本店

小 説

『わざわざ書くほどのことだ』
長瀬ほのか
双葉社 1,760円
ユーモア溢れる語り口に個性豊かな人々。電車の中で読んだばか
りに笑いを堪えるのが大変でした。エッセイの面白さに気付かさ
れた一冊です。� 小屋美都樹／梅田本店

エッセイ

二階堂奥歯
河出書房新社 1,650円

『八本脚の蝶』

本屋大賞「発掘部門」の強さを思い知った本です。モルフォ蝶の
ように碧く光る遺言書。まさかひとりの書店員の声でここまで多
くに渡るなんて感慨深い。� 原口葵／梅田本店

エッセイ

雨井湖音
東京創元社 1,980円

『僕たちの青春はちょっとだけ特別』

心温まるミステリーを通じて自分にとっての普通とはなにかを考え
させられました。この本を読めばきっと周りの人をより温かく想え
るでしょう。� 梅谷翔也／グランフロント大阪店

小 説

実石沙枝子
祥伝社 1,980円

『マッドのイカれた青春』

とんでもない美貌で嵐を巻き起こすけど、知るかよ！とどこ吹く
風の、まっすぐなマッドが最高！ 日和見にルッキズム。青春の苦
しさ眩しさが蘇りました。� 坂上麻季／京橋店

小 説

瀬尾まいこ
水鈴社 1,760円

『そんなときは書店にどうぞ』

出版業界の苦境を知って、できる限りの、それでいて楽しいこと
を今すぐ！という想いで作られた書店愛あふれる一冊。どうぞ書
店に来て、あなたの一冊に出会ってください。
� 吉原朋子／アリオ鳳店

エッセイ

森晶麿
新潮社 737円

『名探偵の顔が良い 天草茅夢のジャンクな事件簿』

ミステリ×推し×ジャンク飯！ やみつきになる要素てんこもりの小
説！ 推理もかなり本格的で面白く、推しとタッグを組んで謎解き
できるのが最高です！� 土屋彩乃／名古屋空港店

小 説

矢樹純
幻冬舎 1,870円

『彼女たちの牙と舌』

章ごとに物語の角度が違って見える。母親にしか分からない苦
悩。４人の母親がそれぞれ想い守りたいものとは？ 矢樹純、新
たなる新境地!!� 髙見晴子／エブリイ津高店

小 説

九津十八
ｏｐｓｏｌ ｂｏｏｋ 1,870円

『ハローハロー』

青春小説という先入観が変わる、特別な絆が結ばれた物語。読
後に、ぜひカバーをはずしてみてください。物語の外まで広がる
優しさに心を打たれました。� 宗岡敦子／福岡本店

小 説

午後
扶桑社 1,540円

『元・片づけられない漫画家の 心地よい暮らし製作所』

たくさんの片付けの本を読んでも片付けられない私が出会った、
片付けるためのヒントを教えてくれた1冊。やる気が起きない時
に初心に立ち返るきっかけをくれた本です。
� 田中知夏／あらおシティモール店

コミックエッセイ

京極夏彦
講談社 1,100円

『姑
う

獲
ぶ

鳥
め

の夏』

かけていたピースがピターーッとはまる快感。まさに究極に整理
整頓されたミステリー。京極さんの頭の中をのぞいてみたい！ 
つくづくそう思わせられる「百鬼夜行」シリーズ、その第一作目。
� 関谷薫人／泉北店

小 説

選考委員があらためて光を当てる、この一冊
キノベス！2026 ベスト30を選出した選考委員が、刊行年を問わず個人的に強く薦めたい一冊を挙げました。

平田美紀  札幌本店

大森輝美  さいたま新都心店

植松野乃子  新宿本店

浦山夏  新宿本店

細川和泉  新宿本店

伊澤剛  小田急相模原店

宮澤紗恵子  イトーヨーカドー木場店

田中沙季  小田急町田店

小野寺未来  アリオ亀有店

久富咲紀  キラリナ京王吉祥寺店

土屋彩乃  名古屋空港店

小屋美都樹  梅田本店

原口葵  梅田本店

梅谷翔也  グランフロント大阪店

坂上麻季  京橋店

関谷薫人  泉北店

吉原朋子  アリオ鳳店

髙見晴子  エブリイ津高店

宗岡敦子  福岡本店

田中知夏  あらおシティモール店

宇尾映佑  学校教育営業部

小川奈々  教育支援システム本部

小笠原功治  旭屋書店 店舗支援部

有藤誠  旭屋書店 店舗支援部

［事務局］
松本麻子  販売促進部

齋藤敦子  販売促進本部

松倉建太朗  ブランド事業戦略部

＜キノベス！ 2026選考委員会＞ 
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キノベス！キッズ2026の第1位に、『ある星の汽車』をお選びいた
だき、たいへん光栄です。
この本の最初のアイデアは、絶滅動物ではなく、「それぞれの事情」を
抱えた人々が汽車に乗り合わせるというものでした。
例えば、失恋のラブレターをムシャムシャ食べ続ける羊のお姉さん、
考え過ぎで角が捻れる書生風の鹿の青年……。私はこれまでも動物を
描いてきましたが、人物の心情を動物の特徴になぞらえて描くと、本
質を突けるような気がします。そのような事情を持つ人物、というか動
物を描いていたのですが、構想途中で「それぞれの事情」に「絶滅」

という深刻な事情が結びつき、汽車は地球の時空を走ることになりました。
汽車の乗客はそれぞれの人生に喜怒哀楽を感じながらも、同じ旅人とし

て一体感に包まれています。ここでは車内のあたたかい関わりを描こうと思いま
した。乗客たちはたわいもないおしゃべりを交わし、汽車にいつまでも乗っていら
れることを誰も疑いません。
けれども、次々と乗客は降りていき、さっきまでそこにいた隣人の席が空席になって

いきます。思い出すのは、宮沢賢治の『銀河鉄道の夜』の一場面です。「『カムパネ
ルラ、僕たち一緒に行こうねえ。』ジョバンニが斯う云いながらふりかえって見ましたら
そのいままでカムパネルラの座っていた席にもうカムパネルラの形は見えずた
だ黒いびろうどばかりひかっていました。」読むたびに、取り返しのつかない
底なしの虚無が迫ってきます。
私はこの絵本で、二度と戻ってこないこの星の隣人たちの「絶望的な不
在」が表現できればと思いました。
けれども最後に、希望の流れ星を描きました。1949年に一度絶滅宣言

された後に約10羽が再発見され、数十年の人間の努力によって、再び回
復しつつあるアホウドリのことです。
この絵本の制作は、人も動物も誰もが、この星で
その人生を精一杯生きる存在であることに、あら

ためて私自身が気づく作業でもありました。

「キノベス！キッズ」は、過去1年間に出版された
新刊児童書・絵本を対象に、紀伊國屋書店グルー
プで働く全スタッフから公募した推薦コメントをもと
に選考委員の投票でベスト10を決定し、お客様に
全力でおすすめしようという企画です。今年は16
名の選考委員が全社から集まった応募コメントを熟
読し、ベスト10を決定しました。当社のスタッフ
が自分で読んでみてほんとうに面白いと思った児
童書・絵本ばかりを自信を持っておすすめします。
店頭で、ぜひお手にとってご覧ください。

森洋子
福音館書店 1,980円

『ある星の汽車』
第 1 位

是非子供たちに読んでほしい、読み聞かせてほしい１冊。
色々な動物たちが一つの列車で旅をしながら歴史の駅に消
えていく。列車が停車するのは別れか新しい出会いか。タ
イトルの「ある星」の名前が分かった時にあなたはどう感じ
るだろうか？� 由田響希／旭屋書店 なんばCITY店

まず何も知らないまっさらな状態で読んで下さい。最後に
書かれている登場した動物たちの説明を読み、再度読み返
すと何とも言えない気持ちになります。この汽車はこれか
らどこに向かって行くのかと思うと、私たち人類はどうすれ
ばいいのでしょうか？ 考えさせられます。
� 衛藤尚美／熊本光の森店

まさに今年一番の傑作です！ 途中で彼らの「正体」に気づ
いた瞬間、まるで雷に打たれたような衝撃を受けました。
車掌に到着を告げられた時の鳥の瞳が、今も忘れられませ
ん。是非あらすじを読まずに頁を開いてほしいです。
� 宮澤紗恵子／イトーヨーカドー木場店

乗客が降りていく毎に、見送られる度に、胸がぎゅっと掴
まれたかのような息苦しさを覚える。それでもページをめく
る手はとまらない。全体がセピア色なのが寂しさと物悲し
さを纏っているようで、馴染みのない子たちなのに懐古の
情に駆られてしまう。「どうか降りずにずっと乗っていて」と
願わずにはいられない。そして、私たちはいつまでこの汽
車に乗っていられるのだろうか…と静かに深く考えさせられ
る。� 野澤真由／笹塚店

個性豊かな生き物たち。彼らが汽車から降りるということ、
駅名の数字の意味に気づいたとき、切なさに胸が震えまし
た。賑やかな前半と、乗客が去りうつろな空気漂う後半と
の対比が秀逸。統一された色彩も、細やかで美しいです。
� 河本絵美／梅田本店

駅に止まるたび、汽車からポツリポツリと降りていく動物た
ち…。珍しい動物が多いなぁ、と思いながらページをめく
り、その意味に気づいた時、鳥肌がたちました。大人だけ
でも親子でもじっくり考え、未来に思いを馳せる絵本。切
なく美しい絵も必見です。� 渡邉友子／仙台店

絵本

 
特
別
寄
稿

森
洋
子
さ
ん

キ
ノ
ベ
ス
！
キ
ッ
ズ 

２
０
２
６ 

第
１
位『
あ
る
星
の
汽
車
』

森洋子  もり・ようこ
1959年、東京生まれ。東京藝術大学美術学部絵画科卒業。同大学院修了。絵本に『まよなかの ゆき
だるま』『おるすばん』『さがしもの』『おまつり』『あめのひの ぼうけん』『げたばこマンション』『かえりみ
ち』『ぼくらのひみつけんきゅうじょ』『月の見ていたこと』など。風刺画の『人間カルテ』がある。2024年、

『さがしもの』（『TEDDY'S MIDNIGHT ADVENTURE』）でイギリスの絵本賞Queen's Knickers賞
Runner-up（銀賞）を受賞。2025年、Kバレエ・オプト『踊る。遠野物語』宣伝紙芝居の画を担当。



『どろぼうジャンボリ』

『くも』

第 2 位

第 3 位

阿部結� ほるぷ出版 1,540円

しおたにまみこ� 偕成社 1,650円

くもの表情は、人の心の揺れにどこか似ている。そんな絵本です。幻
想的なイラストと文字が響き合い「空を見上げる」という日常の行為を
特別な体験へと変えてくれるような一冊です。� 岡佑理奈／札幌本店

身近なモノに命を吹き込み表情を与えるしおたにさんにはいつも引き込
まれっぱなしなのですが...。今回はついに空の雲を油絵で表現！ まい
にち必ず私たちの傍に(上空に⁈ )あるはずなのに意識しない「くも」。
その存在がぐーっと近くに親しみ深くなるストーリーも相まって、推し心
の炎が燃え盛ります。� 坂田綾子／ゆめタウン広島店

いろいろな表情を見せてくれる空の「くも」を見る女の子の純粋な思い
が優しい気持ちにさせてくれます。ふと、空を見上げて雲をみつけた
くなりました。毎日の生活に小さな奇跡を期待したくなるような絵本で
す。� 矢野真奈美／旭屋書店 イオンモール奈良登美ヶ丘店

書き損じた、出す勇気がなかった、何が書きたいのかわからなくなっ
た、でも確かに誰かに伝えようとしたあの気持ち。そんな気持ちの欠
けらたちを盗んで大事にしてくれるジャンボリ。たまらず本ごと抱きし
めたくなりました。読み終わったらきっと、誰かに手紙を書きたくなる。
何かを伝えたくなる、そんな1冊です。
� 伊勢川詩織／鶴見大学ブックセンター

ジャンボリが盗むのは「はだかんぼうの　きもち」がつまった「てがみの
たね」。ゴミじゃなくって「てがみのたね」。「はだかんぼうの　きもち」
も、なんて素敵なことばだろう。たいせつな誰かにてがみを書きたくな
る。間違えても、涙のあとがついていてもいいから、手書きの、思い
を込めたてがみを。� 藤井亜希／相模女子大学ブックセンター

表紙からドキドキ…。ぬすむものがわかってホッ。なんてにくいやつな
んだ！ そしてカワイイ!! 「てがみのたね」にうもれてるところなんてきゅ
んとしちゃいます。よんだあとは、みんなゴミばこをチェックしちゃうは
ず！� 平川亜紀子／武蔵小杉店

絵 本

絵 本

ヨシタケシンスケ
ブロンズ新社 1,430円

『まてないの』

待つって結構むずかしい…。自分でも思い当たる事や、日常
生活でもあるあると共感できる１冊です。急いでもそんなに変
わらないってわかっていても、どうしても待てない事ってあり
ますよね。せっかち過ぎて時に疲れることもあるかもしれませ
んが、そんな時は立ち止まってみませんか？ もしかしたら違
う景色が見えるのかもしれません。
� K.S. ／旭屋書店 なんばCITY店

第 4 位 絵 本

とくながけい
中央公論新社 1,870円

『みえないおしごと』

調子のわるいものをたたいたり、「買い換えようか」なんて話
をすると、急にいい感じになる理由がわかります。どこではた
らこうかな？と考えるのも、「この中はどうなっているんだろ
う？」と色々なものの中を想像するのもおもしろい！ あたらし
い、おしごと本です。
� 藤井亜希／相模女子大学ブックセンター

第 5 位 絵 本

tupera tupera
アリス館 2,200円

『超チョウ図鑑』

チョウを超えたチョウ「超チョウ」!! 「ゼッコウチョウ」や「デバ
ボウチョウ」、「ブチョウ」・「シャチョウ」に「カイチョウ」、さ
らには「メイヨカイチョウ」まで！ 次々に発見された新種の超
チョウたちに思わず笑いが込み上げます。本の形もチョウをか
たどっていて、遊び心満載の１冊です。全世代で楽しんでもら
えること間違いなし。ぜひ手に取ってご覧ください。
� A.Y. ／旭屋書店 なんばCITY店

第 6 位 絵 本

ネルノダイスキ
ダイヤモンド社 1,650円

『大人も知らない
みのまわりの謎大全』

ハトが首を振って歩くことが、ずっとギモンでした。子どもの
うちに知っておくと世界が広がり、大人になって知ると得した
気分になることがいっぱい紹介されています。誰かに「知って
る？」って自慢したくなっちゃいます。� 星野和恵／川越店

第 7 位 児 童 書

株式会社ポケモン［著］
きのしたちひろ［イラスト］
小学館 1,430円

『ポケモン生態図鑑』

専門家がガチで作った、架空の生き物(ポケモン)の生態図
鑑。電気を作れないでんきポケモン（！）がどうやって電気を
獲得するか。似ている2つのポケモンは、姿が似ているだけ
の別種だよ、など、想像もしていなかった暮らしが浮き彫りに
なっていきます。生物好きの大人にぜひ読んでいただきたい。
私はプルリルが痺れさせた獲物を抱えてニコニコと海底に沈ん
でいく様に衝撃を受けました…(サイコー！)。
� 山川美香／府中店

第 8 位 児 童 書

鈴木のりたけ
小学館 1,650円

『大ピンチずかん ３』

ピンチ…。みんなも毎日なにか経験していることだろう…。
あるある！ これ今日やっちゃたもんな！とついつい言ってし
まうできごと。でも大丈夫。大ピンチになってもとりあえず、
まずは「うっかりメーター」をみて落ち着こう！ そして最後の
ページまでずっと笑える。子どもたちよ、大人になっても結構
ピンチはあるのだぞ！� 土屋幸枝／佐賀店

第 9 位 絵 本

豊福まきこ
ＢＬ出版 1,760円

『ほしぞらの たからもの』
“ふつう” ってなんだろう。ネコなのに魚や小鳥を食べずに大
事に飼っているのは変な事？ 泳ぐのが得意なネコは…？ 大人
でも忘れてしまいがちな“相手の価値観を尊重すること”の大
切さを教えてくれる絵本。� 横山彩香／エブリイ津高店

第 10 位 絵 本



選 考 委 員 が あ ら た め て 光 を 当 て る 、 こ の 一 冊
キノベス！キッズ2026 ベスト10を選出した選考委員が、刊行年を問わず個人的に強く薦めたい一冊を挙げました。

とくのゆみ［作］／ヒダカナオト［絵］
岩崎書店 1,650円

『メンダコにんじゃ』

メンダコ好き必見の絵本！ メンダコの子ども「めんめん」
が「メンダコにんじゃ」に変身して海の平和を守ります。ヒ
レをパタパタさせたり、ぺたんこになったり…。メンダコ
特有の忍法を使って敵と戦う姿がとっても愛おしい一冊で
す♪� 横山彩香／エブリイ津高店

絵 本

長谷川まりる［作］／てんてこ［絵］
小学館 1,430円

『妖怪サトリのウロコ落とし』

いろんな妖怪が出てきてワクワクするし、主人公のサトリは
空気は読めないけれどなんだかんだ憎めないし、ドキドキ
しながらスイスイ読み進められる。子どもの頃に出会って
いたら夢中になっていただろうな。続編出ないかな。
� 竹下心／ゆめタウン博多店

児 童 書

キューライス
白泉社 1,430円

『ニンジンジン』

読み聞かせの本にはピッタリな一冊。シュールさもあり、
面白いです！� 岡佑理奈／札幌本店

絵 本

いとうみく
アリス館 1,760 円

『夜空にひらく』

ある事件を起こして煙火店にひきとられた円人。だれにも
心をひらかない円人は、煙火店の人々と過ごすことによっ
て日常が心地よく感じられるように。1人で生きている人な
んて、いない。そして人は変われるハズ！と強く思わずに
はいられない、そんな1冊。� 平川亜紀子／武蔵小杉店

児 童 書

パトリック・マクドネル［作］／谷川俊太郎［訳］
あすなろ書房 1,540円

『おくりものはナンニモナイ』

大好きなお友だちのこと考えて考えて…。プレゼントした
ものは？ ナンダロウ？ コミカルな可愛いイラスト、シンプ
ルで子どもたちでも読めるちょっと哲学的なお話がすばらし
い。大人ももちろん読んでほしい。谷川俊太郎さんの優し
い言葉がすごくあったかい。� 土屋幸枝／佐賀店

絵 本

天川栄人
小峰書店 1,760円

『わたしは食べるのが下手』

「普通」でない。それに対して何でも病としての名前がつい
てしまうこの時代。どうか、自分の弱みばかりに目を向け
ないでほしい。少数派だとしても、それが私。それが個性。

「食」を通して私とあなたをもっと大切に思える、そして最
後にはまるでほかほかごはんのように心がじんわり温まる。
そんな一作です。� 西原舞幸／あらおシティモール店

児 童 書

ギデオン・ステラー［作］�
マリアキアラ・ディ・ジョルジョ［絵］
ＢＬ出版 1,760円

『まよなかのゆうえんち』

文字のない絵本です。真夜中の遊園地を楽しんでいるの
は、人間ではなく、森の動物たちでした。光と影の幻想的
な描き出しと臨場感のある構図が魅力的で、美しい情景に
すっかり心を奪われてしまいます。何だか『おもちゃのチャ
チャチャ』の世界を連想させられました。
� 上野香純／府中店

絵 本

玉田美知子
講談社 1,650円

『ぎょうざが となりに 
ひっこしてきました』

前回、町内放送で探されていた、あの可愛いぎょうざさん
のその後。今回はぎょうざさんのお引越し。点心のお仲間
さんたちも増えて楽しそう。物語のページだけでなく、表
紙の裏にいるぎょうざさんも可愛いので是非チェックして下
さいね！� 西形教江／旭屋書店 店舗支援部

絵 本

あさくらまや
Ｇａｋｋｅｎ 1,540円

『グッスリホテルへようこそ』

ただのホテルと思うなかれ！ まるで眠りのテーマパークの
様な「グッスリホテル」。目覚めすらも考え抜かれているホ
スピタリティには脱帽です。おやすみ前のお子様への読み
聞かせにはもちろん、へとへとに疲れて“ねむりのしたく”
がままならない大人たちにもぜひ読んでもらいたい一冊。
� 野澤真由／笹塚店

絵 本

くすのきしげのり［作］／こがめたく［絵］
偕成社 1,540円

『あの、ここ どうぞ。』

誰もが経験したことのある心の中の葛藤が絵本になりまし
た。席をゆずるのはとても勇気がいる。声をかけたいけど
恥ずかしい！ タイミングがわからない！ この女の子の気
持ちがすご～くよくわかる１冊。大丈夫！ ゆずりたいとい
う気持ちが大事なんです。他人に優しくできる心を育む絵
本となっています。� 都野佳乃／新宿本店

絵 本

マウリ=クンナス［作］／いながきみはる［訳］
偕成社 1,980円

『サンタクロースと小人たち』

サンタと小人たちが一年をどのように過ごしているのか、
誰もが気になることをここまで詳細に描写した絵本は他に
はなく、クリスマス時期でもそうでない時期でも楽しめる最
高の一冊です。是非小人たちひとりひとりをじっくり見て頂
き、推しの子を探してみてください。�竹之内翔／札幌本店

絵 本

ニック・シャラット［絵］�
ピッパ・グッドハート［文］�
聞かせ屋。けいたろう［訳］ 
講談社 1,650円

『えらぶえほん』

ニック・シャラット氏のカラフルでかわいいイラストが満載の
1冊。読んでいるあなた自身がお話を作り上げながら読み
進めていくストーリーで、想像力をかき立ててくれます。イ
ラスト集としても読み応えバッチリです！
� 中井茉実／梅田本店

絵 本

こた［作・絵］／中島保寿［監修］
大泉書店 1,760円

『中生代水族館 （わくわく科学ずかん）』

中生代は陸の人気者、恐竜に注目が集まりますが、こんな
にたくさんの生き物が水中を泳いでいたの⁉とページをめく
るたび、次はどんな生き物と出会えるのかワクワクが止まら
ない一冊です。� 脇谷菜未／プライムツリー赤池店

絵 本

富安陽子［作］／大庭賢哉［絵］
偕成社 1,430円

『シノダ！ 夏休みの秘密の友だち』

昔夢中になって読んだこのシリーズ。新社会人になって
数か月の時たまたま手に取りました。田舎の祖父母宅に
泊まりに行くのが何より楽しみだった夏休みを、もう会
えない人と見ることのできない景色を思い出して、少し
泣きました。� 古長亜音／梅田本店

児 童 書

いちろう［絵］／麦田あつこ［文］
ブロンズ新社 1,650円

『おふろ』

『バスボールをとかしたら、おゆにんげんがあらわれた！』
不思議体験ができちゃう“おふろ”では、こんな事ってあ
る？と創造する楽しさを刺激します。絵のタッチが優しく
て、とろーん・ふわーんと心地よく思わず笑顔になっちゃ
う！ 新たなおふろ絵本の誕生です。� 今中美由紀／泉北店

絵 本

すげいずみ
ポプラ社 1,650円

『のらねこノラ』

のらねことおばあちゃんの掛け合いがとても可愛くて、心
が温かくなります。毛糸ってほどいて作り直せるところが素
敵だなと思いました。最後におばあちゃんのうちの子になる
んじゃなく、出ていくのがノラっぽいですよね。
� 室和未／仙台店

絵 本

岡佑理奈  札幌本店

竹之内翔  札幌本店

室和未  仙台店

都野佳乃  新宿本店

野澤真由  笹塚店

上野香純  府中店

平川亜紀子  武蔵小杉店

脇谷菜未  プライムツリー赤池店

古長亜音  梅田本店

中井茉実  梅田本店

今中美由紀  泉北店

横山彩香  エブリイ津高店

竹下心  ゆめタウン博多店

土屋幸枝  佐賀店

西原舞幸  あらおシティモール店

西形教江  旭屋書店 店舗支援部

［事務局］

岸本佑香  販売促進部

原田千明  ブランド事業戦略部

松倉建太朗  ブランド事業戦略部

＜キノベス！キッズ 2026 選考委員会＞



山田萌果  札幌本店

岸香菜子  札幌本店

東二町順也  新宿本店

坂下慧  新宿本店

西口正一郎  横浜店

大籔宏一  梅田本店

武内一貴  泉北店

藤本浩介  シンガポール本店

小山大樹  北海道営業部

木村颯  東京営業本部

後藤渚  横浜営業部

髙部知史  京都営業部

松野享一  学術和書部

津畑優子  学術和書部

藤木耀  学術洋書部

生武正基  教科書・ブックセンター事業推進本部

［事務局］

小林彩香  販売促進部

松倉建太朗  ブランド事業戦略部

大田光穂  ブランド事業戦略部

＜紀伊國屋じんぶん大賞 2026 選考委員会＞�

稲
葉
振
一
郎
／
小
泉
義
之
／
岸
政
彦

青
土
社 

２
４
２
０
円

『
立
岩
真
也
を
読
む
』

自
分
で
選
ん
で
お
い
て
ど
う
か
と
思
わ
な
く
も
な
い
が
、

本
書
よ
り
先
に
、
ど
う
し
て
も
本
書
か
ら
読
む
の
で
あ
れ
ば

「
は
じ
め
に
」だ
け
を
読
ん
で
、
立
岩
真
也
と
出
会
っ
て
欲

し
い
。
あ
の
独
特
の
う
ね
う
ね
し
た
、
と
は
い
え
わ
か
り
や

す
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
文
章
を
新
し
く
読
む
こ
と
は
出

来
な
い
け
れ
ど
も
、
残
さ
れ
た
文
章
は
あ
る
。
本
も
、
そ
う

で
は
な
い
も
の
も
、
多
く
あ
る
。

�

松
野
享
一
／
学
術
和
書
部

池
澤
夏
樹
／
尾
崎
真
理
子［
聞
き
手・文
］

岩
波
書
店 

２
８
６
０
円

『
１
９
４
５
年
に
生
ま
れ
て

　
池
澤
夏
樹 

語
る
自
伝
』

世
界
文
学
全
集
・
日
本
文
学
全
集
の
編
纂
や
、
科
学
へ
の

知
見
と
旅
の
経
験
を
元
に
し
た
小
説
世
界
、
社
会
的
な
文
明

批
評
で
知
ら
れ
る
作
家
、
池
澤
夏
樹
。
聞
き
手
の
尾
崎
真
理

子
と
と
も
に
、
彼
が
敗
戦
の
年
に
生
を
受
け
、
こ
の
80
年
の

あ
い
だ
に
体
験
し
た
社
会
の
変
動
と
個
人
と
し
て
の
あ
り
方

を
つ
ま
び
ら
か
に
語
り
、
彼
の
言
葉
が
人
び
と
に
与
え
た
影

響
を
俯
瞰
的
に
示
す
。�

藤
木
耀
／
学
術
洋
書
部

山
根
純
佳
／
平
山
亮

勁
草
書
房 
２
５
３
０ 

円

『
ケ
ア
す
る
私
の「
し
ん
ど
い
」は
、

ど
こ
か
ら
く
る
の
か　

　
見
え
な
い
ケ
ア
責
任
を
語
る
言
葉
を
紡
ぐ
た
め
に
』

食
事
を
作
る
、
看
病
す
る
等
の
行
為
だ
け
が
ケ
ア
で
は
な

い
。
た
と
え
行
為
と
し
て
は
た
っ
た
数
分
で
も
頭
の
中
は
一

日
中
フ
ル
稼
働
の
状
態
で
、
来
る
日
も
来
る
日
も
正
解
も
わ

か
ら
ず
走
り
続
け
る
。
本
書
は
そ
ん
な「
名
も
な
き
ケ
ア
労

働
」に
し
っ
か
り
と
光
を
当
て
、
詳
細
に
言
語
化
し
た
一
冊
。

ケ
ア
を
す
る
人
が
も
っ
と
不
安
な
く
進
め
る
よ
う
に
、
も
っ
と

不
安
を
共
有
し
一
緒
に
進
め
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
に
読

ん
で
も
ら
い
た
い
。�

津
畑
優
子
／
学
術
和
書
部

鳥
羽
和
久［
文
］／
植
本
一
子［
写
真
］

赤
々
舎 

１
９
８
０ 

円

『
そ
れ
が
や
さ
し
さ
じ
ゃ
困
る
』

学
校
の
中
に
あ
る
空
気
感
が
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
、
そ

れ
で
も
自
分
を
信
じ
て
切
り
進
ん
で
い
く
著
者
の
熱
意
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
ど
ん
な
場
面
で
あ
っ
て
も
人
間
関
係
は
最
終
的

に
は
個
人
と
個
人
と
の
や
り
取
り
で
あ
り
、
学
校
も
例
外
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

�

東
二
町
順
也
／
新
宿
本
店

永
井
玲
衣

集
英
社 

１
９
８
０
円

『
こ
れ
が
そ
う
な
の
か
』

「
問
い
は
か
く
れ
て
い
る
」
哲
学
を
難
し
い
と
考
え
る
人
は

多
く
い
る
と
思
う
が
、
あ
り
ふ
れ
た
日
常
の
生
活
や
言
葉
の

中
に
疑
問
を
感
じ
、
考
え
る
こ
と
は
哲
学
で
あ
る
と
教
え
て

く
れ
る
第
一
部
。
第
二
部
で
は「
こ
れ
が
そ
う
な
の
か
」と
、

幼
少
期
に
読
ん
だ
本
の
言
葉
を
世
の
中
に
感
じ
取
り
思
索
し

て
、
生
き
づ
ら
さ
を
和
ら
げ
る
こ
と
や
、
他
者
と
の
共
生
を

考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
。

�

西
口
正
一
郎
／
横
浜
店

『
人
類
が
永
遠
に
続
く
の
で
は
な
い
と
し
た
ら
』

加
藤
典
洋

講
談
社 

２
９
７
０ 

円

元
々
の
本
が
２
０
１
４
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で

提
示
さ
れ
て
い
る「
ポ
ス
ト
リ
ス
ク
社
会
」と
で
も
い
う
べ
き

思
想
は
別
に
新
し
く
感
じ
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
行
わ
れ
て

い
る
無
編
集
に
も
思
え
る
よ
う
な
思
索
の
痕
跡
は
い
ま
だ
に

揺
る
が
な
い
価
値
が
あ
る
。�

坂
下
慧
／
新
宿
本
店

ル
イ
ジ・ル
キ
ー
ニ
／
西
川
秀
和［
翻
訳・解
説
］

集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

２
２
０
０ 

円

『
皇
妃
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
暗
殺
者　

ル
イ
ジ
・
ル
キ
ー
ニ
回
顧
録
』

オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
妃
・
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
を
暗
殺
し
た
男
、

ル
イ
ジ
・
ル
キ
ー
ニ
。
彼
が
何
を
考
え
、
何
に
突
き
動
か
さ

れ
た
の
か
。
本
書
に
は
資
料
以
上
の
凄
み
が
あ
っ
た
。
現
代

の
我
々
が
理
解
し
得
な
い
と
こ
ろ
に
、
歴
史
は
宿
る
。
彼
の

頭
部
は
、
未
だ
ウ
ィ
ー
ン
で
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
暗

殺
事
件
か
ら
約
一
三
〇
年
。
ホ
ル
マ
リ
ン
の
中
で
、
ど
ん
な

夢
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。�

岸
香
菜
子
／
札
幌
本
店

川
瀬
和
也

集
英
社 

１
２
１
０
円

『
ヘ
ー
ゲ
ル（
再
）入
門
』

「
居
つ
く
」と
い
う
武
道
の
言
葉
が
あ
る
。
力
ん
で
固
ま
っ

た
状
態
な
ど
の
こ
と
。
こ
れ
を
い
か
に
避
け
る
か
が
目
指
す

と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
よ
う
だ
。
本
書
で
中
心
に
す
え
た

「
流
動
性
」を
意
識
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
う
ち
に
、
ふ
と

こ
の
言
葉
を
連
想
し
た
。
力
ま
ず
あ
る
が
ま
ま
に
世
界
を
、

意
識
を
、
動
き
の
中
で
捉
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、

な
ど
と
思
い
が
膨
ら
む
一
冊
。�

大
籔
宏
一
／
梅
田
本
店

松
沢
裕
作

筑
摩
書
房 

１
０
３
４ 

円

『
歴
史
学
は
こ
う
考
え
る
』

数
字
は
嘘
を
つ
か
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
恣
意
的
に
利
用

す
れ
ば
い
く
ら
で
も
嘘
に
な
る
。
歴
史
学
も
過
去
の
記
録
を

都
合
よ
く
使
用
し
た
り
、
あ
る
立
場
を
正
当
化
す
る
た
め
に

利
用
し
た
り
で
き
る
。
歴
史
学
の
大
家
が
歴
史
の
論
文
を
解

説
し
つ
つ
、
歴
史
学
と
は
ど
う
い
う
学
問
か
を
紹
介
。
歴
史

学
の
一
端
に
面
白
く
触
れ
ら
れ
る
良
書
。

�

武
内
一
貴
／
泉
北
店

田
崎
英
明

以
文
社 

３
５
２
０ 

円

『
間
隙
を
思
考
す
る

 

グ
リ
ッ
チ・コ
ミ
ュニ
ズ
ム
の
方
へ
』

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
始
ま
り
、
映
画
や
文
学
、
そ
し
て
世
界

情
勢
に
つ
い
て
、
社
会
思
想
や
哲
学
を
縦
横
に
参
照
し
な
が

ら
、
暴
力
や
搾
取
、
バ
イ
ナ
リ
ー
な
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
抵

抗
の
方
法
を
探
る
批
評
集
。
こ
れ
ぞ「
批
評
」！ 

と
い
う
読

み
ご
た
え
の
一
冊
。�

藤
本
浩
介
／
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
本
店

佐
藤
泉

青
土
社 

３
５
２
０
円

『
死
政
治
の
精
神
史 「

聞
き
書
き
」と
抵
抗
の
文
学
』

『
到
来
す
る
女
た
ち
』（
渡
邊
英
理・書
肆
侃
侃
房
）を
受
け
、

再
読
し
た
一
冊
。
生
を
分
割
す
る「
生
政
治
／
死
政
治
」へ
の

抵
抗
を
、
森
崎
和
江
を
中
心
と
し
た「
文
学
史
の
主
流
に
登

録
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」人
物
た
ち
・
作
品
群
に
見
出
し
た
労

作
。
断
続
的
な
自
然
災
害
や
、
米
を
中
心
と
し
た
物
価
高
騰

が
続
く
い
ま
、
も
っ
と
読
ま
れ
て
ほ
し
い
一
冊
。

�

小
山
大
樹
／
北
海
道
営
業
部

石
井
洋
二
郎

藤
原
書
店 

４
６
２
０ 

円

『
科
学
か
ら
空
想
へ 

よ
み
が
え
る
フ
ー
リ
エ
』

5
つ
の
月
が
街
を
照
ら
し
、
海
水
は
レ
モ
ネ
ー
ド
に
な
り
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
の
調
和
に
よ
る
生
活
…
。
ぶ
っ
飛
ん
だ
未
来
視
の

背
景
に
あ
る
時
代
へ
の
不
安
・
閉
塞
感
は
現
代
に
も
通
ず
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
固
定
観
念
に
縛
ら
れ
な
い
空
想
・
妄
想

は
変
革
へ
の
第
一
歩
。
そ
の
勇
気
を
も
ら
え
る
1
冊
で
す
。

�

髙
部
知
史
／
京
都
営
業
部

藤
嶋
陽
子

青
土
社 

２
４
２
０ 

円

『「
あ
り
の
ま
ま
」の
身か

ら
だ体

　
メ
デ
ィ
ア
が
描
く
私
の
見
た
目
』

メ
デ
ィ
ア
は「
あ
り
の
ま
ま
」の
美
し
さ
を
推
奨
し
、
消
費

を
促
す
。
し
か
し
そ
こ
で
の「
あ
り
の
ま
ま
」と
は
当
然
、
見

た
目
に
何
も
手
を
か
け
な
い
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、
私

た
ち
は「
あ
り
の
ま
ま
」を
美
し
く
す
る
た
め
の
努
力
を
促
さ

れ
て
い
る
。
個
人
史
と
も
結
び
つ
く
ル
ッ
キ
ズ
ム
の
問
題
は

答
え
が
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
言
語
化
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
ろ
う
。�

山
田
萌
果
／
札
幌
本
店

筒
井
淳
也

中
央
公
論
新
社 

９
９
０ 

円

『
人
は
な
ぜ
結
婚
す
る
の
か

　
性
愛
・
親
子
の
変
遷
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ま
で
』

「
結
婚
」と
い
う
言
葉
、
制
度
を
冷
静
な
目
で
捉
え
直
す
こ

と
の
で
き
る
一
冊
。
著
者
が
計
量
社
会
学
も
専
門
に
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、（
良
い
意
味
で
）
ド
ラ
イ
に
結
婚
・
家

族
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
コ
ス
ト
や
メ
リ
ッ

ト
、
社
会
的
シ
ス
テ
ム
の
観
点
か
ら
結
婚
に
つ
い
て
語
ら
れ

る
の
は
新
鮮
で
し
た
。
日
本
に
限
ら
ず
、
世
界
的
な
結
婚
が

考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

�

木
村
颯
／
東
京
営
業
本
部

若
島
正

国
書
刊
行
会 

２
６
４
０ 

円

『
乱
視
読
者
の
Ｓ
Ｆ
講
義
』

｢

乱
視
読
者
っ
て
何
？｣

と
い
う
疑
問
は
、
10
分
も
読
め
ば

自
ず
と
納
得
。
ま
さ
し
く
乱
視
読
者
な
著
者
に
よ
る
縦
横
無

尽
な
熱
い
Ｓ
Ｆ
語
り
に
、
思
わ
ず「
参
り
ま
し
た
」と
言
い
た

く
な
り
ま
す
。
全
文
掲
載
さ
れ
て
い
る
ジ
ー
ン
・
ウ
ル
フ
の

掌
編「
ガ
ブ
リ
エ
ル
卿
」と
そ
の
読
み
も
妙
味
で
す
。

�

後
藤
渚
／
横
浜
営
業
部

稲
垣
諭

サ
ン
マ
ー
ク
出
版 

１
６
５
０ 

円

『
や
さ
し
い
が
つ
づ
か
な
い
』

出
版
元
や
本
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
は
人
文
書
ら
し
か
ら
ぬ
。
し

か
し
哲
学
者
で
あ
る
著
者
が
提
示
す
る「
や
さ
し
さ
と
は
」

の
問
い
は
シ
ン
プ
ル
か
つ
深
く
、
そ
し
て
日
々
の
生
活
に
直

接
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
本
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
日
常

の
や
り
取
り
に
思
考
が
備
わ
る
。
同
著
者
だ
け
で
な
く
多
く

の
人
々
が
こ
の
本
の
テ
ー
マ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
何
故
っ
て
私
も「
や
さ
し
い
」を
継
続
し
た
い
か

ら
。�

生
武
正
基
／
教
科
書
・
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
本
部

選 考 委 員が あらためて光を当てる、この 一 冊紀伊國屋じんぶん大賞 2026 ベスト30を選出した選考委員が、刊行年を問わず個人的に強く薦めたい一冊を挙げました。
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白
石
正
明

岩
波
書
店 

１
０
５
６ 

円

タ
イ
ト
ル
が
想
像
を
か
き
た
て
る
。
編
集

は
発
信
さ
れ
た
も
の
に
手
を
加
え
再
構
成
す

る
も
の
、
ケ
ア
は
体
や
心
に
手
を
添
え
る
も

の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。「
ケ
ア
を
ひ
ら
く
」
シ

リ
ー
ズ
を
作
っ
て
き
た
編
集
者
の
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
自
分
だ
け
の

記
憶
だ
っ
た
も
の
に
ふ
れ
て
く
る
。
本
が
見
え
て
い
る
世
界
を
編
み
直
し

て
く
れ
る
よ
う
で
、
お
守
り
に
し
た
い
一
冊
。�m

izuiro

さ
ん（
司
書
）

『
ケ
ア
と
編
集
』

第 

13 
位

藤
川
直
也

講
談
社 

２
４
２
０ 
円

『
誤
解
を
招
い
た
と
し
た
ら
申
し
訳
な
い

　
政
治
の
言
葉
／
言
葉
の
政
治
』

「
会
話
は
共
同
作
業
」と
い
う
言
葉
が
印
象

的
だ
っ
た
。
確
か
に
そ
う
思
う
し
、
政
治
家

の
発
言
の
数
々
は
言
葉
を
軽
ん
じ
て
い
て
、

そ
の
共
同
作
業
を
放
棄
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

「
お
わ
り
に
」に
あ
っ
た「
意
味
の
表
裏
の
揺
ら
ぎ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
豊
か
に
す
る
」と
い
う
言
葉
に
は
な
ん
だ
か
ホ
ッ
と
し
た
。
言
葉
の

面
白
さ
や
会
話
を
楽
し
む
こ
と
も
人
生
の
醍
醐
味
だ
と
思
う
。

�

石
井
妙
子
さ
ん（
出
版
関
係
）

第 

14 

位

清
水
高
志

Ｉ
Ａ
Ａ
Ｂ 

Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｔ 

３
９
６
０
円

『
空
の
時
代
の『
中
論
』に
つ
い
て
』

大
乗
仏
教
の
最
重
要
書
か
つ
最
難
解
書
を
、

は
じ
め
て
論
理
的
・
テ
ク
ス
ト
内
在
的
に
読

み
解
い
た
稀
有
な
本
で
す
。
主
に
仏
教
者
に

向
け
た
温
泉
で
の
講
義
が
も
と
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
分
厚
く
て
骨
が
折
れ
る
も
の
の
、
根
気
よ
く
読
ん
で
い
け
ば
ナ
ー

ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
ロ
ジ
ッ
ク
が
腑
に
落
ち
て
き
ま
す
。
仏
教
と
フ
ラ
ン
ス

思
想
に
通
暁
し
た
著
者
な
ら
で
は
で
す
。�

吉
田
岳
史
さ
ん（
一
般
）

第 

15 

位

入
不
二
基
義

青
土
社 

３
９
６
０ 

円

『
現
実
性
の
極
北　

 「
現
に
」は
遍
在
す
る
』

素
朴
な
問
い
か
ら
深
淵
な
問
い
ま
で
を
貫

く
著
者
の
徹
底
し
た
ス
タ
イ
ル
は
、
僕
の
よ

う
な
初
学
者
が
読
ん
で
も
響
く
も
の
が
あ
り
、

得
が
た
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
か
一

度
実
際
に
手
に
取
っ
て
最
初
の
数
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
み
て
ほ
し
い
で
す
。

き
っ
と
そ
の
後
に
幾
度
と
な
く
響
く
も
の
が
残
る
は
ず
で
す
。

�

ト
リ
さ
ん（
介
護
職
）

第 

16 

位

難
波
優
輝

講
談
社 

１
０
５
６ 

円

『
物
語
化
批
判
の
哲
学

〈
わ
た
し
の
人
生
〉を
遊
び
な
お
す
た
め
に
』

今
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
／
場
面
で
人
生
の
物

語
化
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
物
語
と
い
う
も
の
は
人
を
動
か
す
大
き
な
力

を
持
つ
。
し
か
し
一
方
で
実
態
と
の
間
に
大
き
な
乖
離
を
も
た
ら
す
危
険

性
も
あ
る
。
本
書
で
は
安
易
な
物
語
化
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
そ
の
代
替

と
し
て
ゲ
ー
ム
・
パ
ズ
ル
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
お
も
ち
ゃ
と
い
う
4
つ
の
人
生

の
捉
え
方
を
提
示
す
る
。
人
生
の
、
新
た
な
選
択
肢
を
得
ら
れ
た
よ
う

に
思
え
た
。�

坪
井
謙
典
／
天
王
寺
ミ
オ
店

第 

17 

位

渡
邊
英
理

書
肆
侃
侃
房 

２
６
４
０ 

円

『
到
来
す
る
女
た
ち

　
石
牟
礼
道
子・中
村
き
い
子・森
崎
和
江
の
思
想
文
学
』

個
別
に
語
ら
れ
て
き
た
3
人
の
女
性
の
書

き
手
・
思
想
家
を
一
つ
の「
思
想
文
学
」と
い

う
地
図
上
に
再
配
置
し
そ
の
思
想
を
交
差
さ
せ
な
が
ら
、
１
９
５
０
年
代

の「
サ
ー
ク
ル
運
動
」が
目
指
し
た
創
造
的
な
抵
抗
性
に
光
を
当
て
る
力

作
。
前
作『
中
上
健
次
論
』か
ら
引
き
継
ぐ「
再
／
開
発
」
論
を
九
州
と

い
う
ト
ポ
ス
か
ら
も
試
み
よ
う
と
す
る
著
者
の
継
続
的
な
熱
意
も
感
じ
ら

れ
た
。�

匿
名
希
望
さ
ん（
大
学
院
生
）

第 

18 

位

杉
田
俊
介
／
西
井
開
／
川
口
遼
／
天
野
諭

集
英
社 

１
０
８
９ 

円

男
性
の
身
体
が
雑
に
扱
わ
れ
る
と
い
う
問

題
、
知
的
水
準
に
よ
っ
て
男
性
に
優
劣
が
つ

け
ら
れ
る
世
相
、
男
性
に
対
す
る
加
害
者
ラ

ベ
リ
ン
グ
な
ど
、
女
性
差
別
の
問
題
に
反
対
す
る
立
場
に
立
脚
し
な
が

ら
、
男
性
を
め
ぐ
る
複
雑
な
テ
ー
マ
を
ギ
リ
ギ
リ
で
せ
め
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
男
性
学
の
議
論
に
は
な
い
鋭
さ
を
感
じ
ま
す
。
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る「
名
著
」の
解
説
も
明
快
で
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

�

匿
名
希
望
さ
ん（
研
究
者
）

『
名
著
で
ひ
ら
く
男
性
学　
〈
男
〉の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
』

第 

19 

位

丸
山
泰
弘

筑
摩
書
房 

９
９
０ 

円

『
死
刑
に
つ
い
て
私
た
ち
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
』

賛
成
か
反
対
か
と
聞
か
れ
れ
ば
自
分
の
意

見
は
言
え
る
け
ど
…
実
際
の「
死
刑
」の
こ

と
を
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
、
言
わ
れ
て
み
れ
ば
悩
ん
で
し
ま
う
こ
と
、
最
も

厳
し
い
刑
罰
だ
か
ら
こ
そ
、
視
点
は
複
数
あ
り
ま
す
。「
あ
ん
な
奴
は
死

刑
に
す
る
し
か
な
い
」と
思
っ
た
時
こ
そ
読
み
た
い
1
冊
で
す
。

�

南
口
芙
美
さ
ん（
会
社
役
員
）

第 

20 

位

武
藤
大
祐
／
夏
堀
う
さ
ぎ［
編
著
］

書
肆
侃
侃
房 

２
５
３
０ 

円

『
現
代
ス
ト
リ
ッ
プ
入
門
』

昭
和
期
の
イ
メ
ー
ジ
に
引
き
ず
ら
れ
が
ち

だ
が
、
近
年
変
化
を
と
げ
、
一
定
の
形
式
に

そ
っ
て
自
由
度
の
高
い
表
現
が
さ
れ
た
ス
テ
ー

ジ
を
見
せ
て
く
れ
る
ス
ト
リ
ッ
プ
。
劇
場
の
外
に
は
そ
の
内
容
は
表
に
出

な
い
た
め
、
章
立
て
て
解
説
し
て
く
れ
る
稀
有
な
書
籍
で
あ
る
。

�

つ
る
さ
ん（
会
社
員
）

第 

21 

位

私
た
ち
は
差
別
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
同

じ
内
容
を
了
解
で
き
て
い
る
の
か
。
文
字
通

り
、「
差
別
」を「
可
視
化
す
る
」
野
心
的
で

誠
実
な
試
み
。
同
時
に
、
現
段
階
で
は
何
が
言
え
て
何
が
言
え
な
い
の

か
、
他
に
も
ど
う
い
う
可
能
性
が
あ
り
そ
う
な
の
か
を
丁
寧
に
積
み
重
ね

て
い
く
、
学
問
と
は
ど
ん
な
も
の
か
自
体
に
触
れ
ら
れ
る
良
書
。

�

ロ
ッ
タ
さ
ん（
書
店
員
）

五
十
嵐
彰

新
泉
社  

３
８
５
０ 

円

『
可
視
化
さ
れ
る
差
別　
統
計
分
析
が
解
明
す
る
移
民
・

エ
ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
差
別
と
排
外
主
義
』

第 

22 

位

小
野
純
一

Ｎｅ
ｗｓ
Ｐ
ｉｃ
ｋｓ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ 

１
９
８
０ 

円

『
僕
た
ち
は
言
葉
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い

孤
独
、誤
解
、も
ど
か
し
さ
の
言
語
学
』

私
た
ち
は
常
に
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
を
理
解
は
出
来
ず
、

伝
え
る
こ
と
も
難
し
い
。
そ
の
事
実
を
切
り
捨
て
な
い「
だ
か
ら
こ
そ
」

と
い
う
姿
勢
に
、
新
た
な
視
点
を
貰
え
た
。
孤
独
は
悪
で
は
な
く
、
自

分
を
確
立
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
。
孤
独
ゆ
え
に
、
言
葉
を
知
ろ
う

と
し
、
言
葉
を
大
切
に
使
う
こ
と
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
。�

岸
香
菜
子

第 

23 

位

藤
原
辰
史

か
た
ば
み
書
房 

２
９
７
０ 

円

『
生
類
の
思
想　
体
液
を
め
ぐ
っ
て
』

人
間
の
身
体
を
起
点
と
し
て（
決
し
て
中

心
で
は
な
い
）環
境
と
い
う
言
葉
が
い
か
に
無

頓
着
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
指
摘
し
、
生
類

と
い
う
言
葉
を
提
案
す
る
論
考
集
。
コ
ロ
ナ

禍
以
降
に
流
行
し
て
い
る
除
菌
殺
菌
、
無
香
、
無
毛
除
毛
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
穢
れ
へ
の
反
発
の
流
れ
は
い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問

い
が
常
に
巡
る
。
そ
ん
な
本
で
あ
る
。�

坂
下
慧

第 

24 

位

辻
田
真
佐
憲

講
談
社 

１
１
５
５
円

『「
あ
の
戦
争
」
は
何
だ
っ
た
の
か
』

本
書
が
書
か
れ
た
目
的
は
、
あ
の
戦
争

を「
わ
れ
わ
れ
」
化
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。

『「
あ
の
戦
争
」は
何
だ
っ
た
の
か
』と
い
う
問
い
を
通
じ
て
制
作
さ
れ
る

「
わ
れ
わ
れ
の
物
語
」。「
あ
の
戦
争
」を
問
う
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

「
わ
れ
わ
れ
と
は
何
者
か
」を
問
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

�

倉
津
拓
也
さ
ん（
書
店
員
）

第 

25 

位

福
嶋
亮
大

ｂ
ｌｕｅｐ
ｒ
ｉｎ
ｔ 

３
３
０
０ 

円

『
メ
デ
ィ
ア
が
人
間
で
あ
る

 

21
世
紀
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
実
存
』

20
世
紀
か
ら
21
世
紀
に
か
け
て
大
き
く
変

化
し
続
け
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
。
生
成
Ａ

Ｉ
と
い
う
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
今
、
こ
れ
か
ら
の

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
情
報
社
会
と
向
き
合
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
？　

メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
を
辿
り
な
が
ら
、
21
世
紀
の
時
代
精
神
を
考
察
し
よ

う
。�

浦
山
夏
／
新
宿
本
店

第 

26 

位

角
悠
介

作
品
社 

２
６
４
０ 

円

『
呪
文
の
言
語
学　
ル
ー
マ
ニ
ア
の
魔
女
に
耳
を
す
ま
せ
て
』

え
！
魔
女
っ
て
ま
だ
い
る
の
⁈ 

タ
イ
ト
ル

に
惹
か
れ
て
手
に
取
り
、
ま
え
が
き
を
読

ん
で
、
買
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
魔
女
大
国
ル
ー
マ
ニ
ア
」に
暮
ら
す
言
語
学
者
の
快
著
。
専
門
的
で

あ
り
な
が
ら
、
魔
女
や
魔
術
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ
イ
は
読
み
進
め
る
の

が
楽
し
く
、
好
奇
心
が
満
足
す
る
読
書
体
験
で
し
た
。

�

小
柴
典
子
／
仙
台
店

第 

27 

位

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド・エ
ド
モ
ン
ズ

児
玉
聡・林
和
雄［
監
訳
］

晶
文
社 

３
８
５
０ 

円

『
シ
ュ
リ
ッ
ク
教
授
殺
害
事
件　
ウ
ィ
ー
ン
学
団
盛
衰
史
』

論
理
実
証
主
義
の
も
と
に
集
っ
た
志
高
き

哲
学
者
た
ち
。
彗
星
の
ご
と
く
現
れ
る
、
や

り
た
い
放
題
の
カ
リ
ス
マ
。
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
よ
っ
て
糊
塗
さ
れ
た
殺
害

事
件

─
。
一
大
学
派
を
形
成
し
つ
つ
も
戦
争
が
離
散
に
追
い
や
っ
た

ウ
ィ
ー
ン
学
団
の
誕
生
と
思
想
を
回
顧
す
る
…
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
科

学
哲
学
が
現
在
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
も
証
明
す
る
、
め
く
る
め
く
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。�
後
藤
渚

第 

28 
位

野
口
良
平

み
す
ず
書
房 

３
９
６
０ 

円

『
列
島
哲
学
史
』「

哲
学
」は
そ
の
始
ま
り
か
ら
し
て
西
洋
の
も

の
で
、「
日
本
哲
学
」が
語
ら
れ
る
の
は
必
ず

明
治
期
以
降
と
な
る
の
が
通
例
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
本
書
で
は「
哲
学
」を
再
解
釈
し

た
う
え
で
、
縄
文
文
化
や
仏
教
到
来
、「
日
本
人
」概
念
の
成
立
な
ど
を
読

み
解
き
、
明
治
期
に
繋
げ
る
こ
と
で
新
た
な
地
平
を
開
い
て
お
り
、「
列

島
哲
学
」の
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。�

小
山
大
樹

第 

29 

位

小
西
真
理
子

青
土
社 

２
８
６
０ 

円

『
共
依
存
と
ケ
ア　
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
る
声
を
聴
く
』

共
依
存
や
親
密
性
と
い
っ
た
、
切
実
な
問

題
を
文
芸
作
品
な
ど
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
批
評

を
通
し
て
論
じ
る
。
共
依
存
は
悪
い
も
の
・

親
密
性
は
よ
い
も
の
と
た
だ
決
め
つ
け
ず
に
、
人
が
関
わ
る
こ
と
で
起
き

る
心
の
複
雑
な
動
き
を
丁
寧
に
描
写
す
る
。�

藤
木
耀

第 

30 

位

紀 伊 國 屋 じ ん ぶ ん 大 賞 2 0 2 6



水
野
太
貴

新
潮
社

 

１
７
６
０
円

古
怒
田
望
人
／
い
り
や

青
土
社

 

２
８
６
０ 

円

『
会
話
の
０・２
秒
を
言
語
学
す
る
』
『
ク
ィ
ア・レ
ヴ
ィ
ナ
ス
』

ク
ィ
ア
に
つ
い
て
、
感
情
論
で

も
政
治
的
正
し
さ
で
も
医
学
で

も
な
く
、
哲
学
書
と
し
て
真
正

面
か
ら
て
い
ね
い
に
論
じ
て
い

る
貴
重
な
本
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の

著
作
を
ク
ィ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
し

て
い
く
そ
の
過
程
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
思
考
の
起
点
と
な
る
。
こ

ん
な
本
を
待
っ
て
い
た
。

�

や
ま
こ
さ
ん（
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
）

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
初
心
者
で
も
読

め
る
ク
ィ
ア
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

本
で
し
た
。
斜
め
に
読
む
、
精

緻
に
読
む
、
そ
う
い
っ
た
読
み
が

ク
ィ
ア
な
世
界
を
開
い
て
い
き
ま

す
。
双
極
症
で
認
知
機
能
が
低

下
し
て
何
も
読
め
な
か
っ
た
毎
日
。

で
も
、
識
字
障
害
の
あ
る
著
者

が
書
い
た
こ
の
本
は
す
る
す
る
と

頭
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ク
ィ

ア
な
世
界
の
み
な
ら
ず
、
デ
ィ
ス

ア
ビ
リ
テ
ィ
に
も
人
文
の
世
界
、

ク
ィ
ア
の
実
存
を
知
ら
せ
て
く
れ

る
、
私
に
と
っ
て
大
事
な
一
冊
で

す
。�

匿
名
希
望
さ
ん（
学
生
）

自
分
も
普
通
に
で
き
て

い
る
の
に
、
何
が
起
き
て
い

る
の
か
説
明
で
き
な
い「
会

話
」。
例
文
が
身
近
で
分
か

り
や
す
く
、
さ
ら
に
興
味
が

広
が
り
、
新
た
な
世
界
へ
と

誘
わ
れ
る
。「
ゆ
る
言
語
学

ラ
ジ
オ
」
フ
ァ
ン
と
し
て
は
、

あ
と
が
き
に
は
涙
せ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
抜

き
に
し
て
も
良
書
に
違
い
な

い
。

�

山
内
み
ゆ
き
さ
ん（
保
育
士
）

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
が
面
白
く

書
籍
を
買
い
ま
し
た
。
言
語

に
関
す
る
知
識
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
て
お
り
、
博
物
館
の

展
示
物
を
見
て
い
る
よ
う
な

気
分
に
な
り
ま
す
。
初
心
者

に
も
読
み
や
す
く
、
テ
ン
ポ

良
く
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

あ
と
が
き
に
至
っ
て
は
感
動

的
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
涙
が
出
ま

し
た
。
著
者
の
熱
意
が
感
じ

ら
れ
る
一
冊
で
す
。

�

岸
田
瑞
枝
さ
ん（
会
社
員
）

哲
学
史
の
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
と

も
い
え
る
エ
マ
ニュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ

ナ
ス
の
著
作
を
ク
ィ
ア
の
観
点

か
ら
読
み
解
い
て
い
く
試
み
。

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の

観
点
か
ら
は
批
判
さ
れ
う
る
、

父
親
と
息
子
を
テ
ー
マ
と
し
た

繁
殖
に
関
す
る
議
論
等
を
抱
え

て
る
わ
け
だ
が
、
著
者
は
そ
こ

に
裂
け
目
を
見
出
し
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
難
解
で
知
ら

れ
る
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
関
す
る
研

究
書
だ
け
れ
ど
も
、
や
わ
ら
か

な
記
述
を
成
功
さ
せ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。

�

匿
名
希
望
さ
ん（
ア
ル
バ
イ
ト
）

深
く
て
細
か
い
言
語
学
の

世
界
を
読
み
や
す
く
紹
介

し
、
か
つ
好
奇
心
を
刺
激
す

る
の
が
良
い
。
以
前
出
し
た

共
著
よ
り
も
専
門
的
な
の
に

読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

今
現
在
だ
け
で
は
な
く
こ
れ

か
ら
も
じ
ん
ぶ
ん
的
書
籍
の

入
り
口
に
な
れ
る
の
で
は
な

い
か
。�

生
武
正
基

「
ゆ
る
言
語
学
ラ
ジ
オ
」の

わ
か
り
や
す
さ
、
楽
し
さ

が
書
籍
に
な
っ
た
感
が
あ
り

ま
す
。
言
語
学
の
研
究
者

で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
言
語

学
に
は
素
人
だ
っ
た
オ
タ
ク

だ
か
ら
こ
そ
の
目
線
で
一
冊

飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
っ
と
い
う
間
に
読
め

る
と
思
わ
な
か
っ
た
、
の
に
、

あ
っ
と
い
う
間
に
読
め
て
し

ま
う
本
！

�

足
立
真
穂
さ
ん（
出
版
関
係
）

異
性
愛
中
心
主
義
的
な「
人

間
」観
の
も
と
で
読
み
解
か
れ
て

き
た
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
理
論
が
、
自

身
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
ィ
ア
で
あ

る
筆
者
の
手
に
よ
っ
て
、
ク
ィ
ア

に
・
ひ
ら
か
れ
た
形
で
鮮
や
か
に

再
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
単
に

ク
ィ
ア
・
哲
学
研
究
と
し
て
価
値

が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
す
べ
て
の

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
性
を
抱
え
る
人
々

を
勇
気
づ
け
る
書
で
あ
る
と
感

じ
ま
す
。�

は
な
さ
ん（
学
生
）

生
活
を
送
る
と
き
、
人
と
会

話
を
す
る
と
き
、
私
は
ち
ょっ
と

し
た
他
者
と
の
差
異
に
ど
う
し

よ
う
も
な
い
不
安
を
感
じ
る
。

そ
ん
な
と
き
は
過
去
の
哲
学
の

道
を
歩
ん
だ
人
た
ち
に
聞
い
て

み
る
。
が
、
実
は
哲
学
の
道
を

歩
ん
だ
人
た
ち
も
完
璧
で
は
な
い

み
た
い
。『
ク
ィ
ア・レ
ヴ
ィ
ナ
ス
』

で
は
、
一
般
的
な
解
釈
と
し
て
あ

る
も
の
を
も
う
一
度
、
全
て
の
人

に
開
け
る
形
で
再
解
釈
を
試
み

る
。
あ
ら
た
な
可
能
性
を
提
示

す
る
こ
と
で
未
来
に
生
き
る
人
、

今
を
生
き
る
人
を
包
む
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
は
違
う
こ
と
を

恐
れ
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

�

横
沢
あ
ん
ね
さ
ん（
大
学
生
）

第

2
位

第

3
位

大
竹
裕
子

白
水
社 

３
０
８
０ 

円

『
生
き
る
こ
と
で
な
ぜ
、
た
ま
し
い
の

傷
が
癒
さ
れ
る
の
か　

紛
争
地
ル
ワ
ン
ダ
に
暮
ら
す
人
び
と
の
民
族
誌
』

想
像
を
絶
す
る
殺
戮
を
体
験
し
た
人
々

が
、
喪
失
の
後
に
続
く
日
々
を
ど
う
生
き
、
ど
う
傷
を
癒
す
の
か
。
生

き
る
と
は「
分
か
ち
合
う
こ
と
」で
あ
る
と
い
う
在
地
概
念
は
自
分
に
は

恐
ら
く
真
に
は
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
著
者
の
精

緻
な
分
析
か
ら
、
西
洋
医
学
で
は
捉
え
き
れ
な
い
そ
の
深
い
蓄
え
が
垣
間

見
え
、
人
が
共
に
生
き
る
こ
と
の
強
さ
を
思
い
知
り
ま
す
。�

後
藤
渚

第 

5 

位

益
田
肇

岩
波
書
店 

４
７
３
０ 

円

『
人
び
と
の
社
会
戦
争　
日
本
は
な
ぜ
戦
争
へ
の
道
を
歩
ん
だ
の
か
』

二
段
組
５
０
０
頁
を
超
え
る
大
著
を
ど
ん

ど
ん
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
な
ぜ

だ
ろ
う
。
豊
富
な
市
井
の
人
々
の
声
を
題
材

と
し
、
明
確
な
問
題
意
識
と
方
法
論
で
記
述
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
大
き

な
理
由
で
あ
る
。
だ
が
、
２
０
２
５
年
と
い
う
現
在
に
お
い
て
、
過
去
に

あ
っ
た
こ
と
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
気
持
ち
を
読
者
に
想
起
さ
せ
る
、
そ

う
い
う
力
が
あ
る
よ
う
に
も
思
う
。�

大
籔
宏
一

第 

6 

位

東
畑
開
人

講
談
社 

１
５
４
０ 

円

『
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
何
か　
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
』

自
分
に
と
っ
て
、
遠
い
も
の
だ
っ
た
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
、
心
が
変
わ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
過
程
な
の

か
。
著
者
の
東
畑
さ
ん
が
読
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
る

一
冊
。
自
分
が
た
い
し
た
こ
と
な
い
と
見
過
ご
し
て
き
た
過
去
は
、
た
い

し
た
こ
と
で
は
な
い
ん
だ
、
と
気
づ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
有
り

難
く
も
あ
り
、
心
に
沁
み
た
。�

こ
ば
や
し
ま
り
こ
さ
ん（
出
版
関
係
）

第 

7 

位

福
永
玄
弥

明
石
書
店 

４
１
８
０ 

円

『
性Ｓ

Ｅ

Ｉ
／
生
を
め
ぐ
る
闘
争
』

同
性
婚
が
実
現
し
た
台
湾
と
、
困
難
に
直

面
す
る
韓
国
。
似
て
非
な
る
隣
国
の
比
較
か

ら
、
東
ア
ジ
ア
の「
今
」が
見
え
て
く
る
。
政

治
や
法
制
度
の
壁
に
挑
み
、
自
ら
の「
生
」を

勝
ち
取
ろ
う
と
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
の

闘
争
は
、
民
主
主
義
と
は
何
か
を
私
た
ち
に
突
き
つ
け
る
。
今
年
一
番

の
傑
作
だ
と
思
い
ま
し
た
。�

高
田
謙
太
さ
ん（
会
社
員
）

第 

8 

位

久
保
明
教

作
品
社 

２
９
７
０
円

『
内
在
的
多
様
性
批
判

　
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
人
類
学
か
ら
存
在
論
的
転
回
へ
』

「
人
類
の
学
」た
る
人
類
学
が
た
ど
り
着
い

た
存
在
論
的
転
回
の
理
路
を
か
け
ぬ
け
な
が

ら「
バ
ラ
バ
ラ
な
世
界
を
バ
ラ
バ
ラ
な
ま
ま
つ

な
ぐ
」
思
考
の
回
路
を
探
す
本
書
の
試
み
は
、
多
様
性
に
つ
い
て
の
既
存

の
枠
組
み
─
た
と
え
ば
保
守
vs
リ
ベ
ラ
ル
と
い
う
二
項
対
立
─
か
ら

距
離
を
置
き
、
別
の
議
論
の
可
能
性
を
ひ
ら
く
。
今
の
人
類
に
必
要
な

書
で
あ
る
。�

森
口
武
さ
ん（
大
学
院
生
）

第 

9 

位

『
ア
セ
ク
シ
ュ
ア
ル  

ア
ロ
マ
ン
テ
ィッ
ク
入
門 

性
的
惹
か
れ
や
恋
愛
感
情
を
持
た
な
い
人
た
ち
』

松
浦
優

集
英
社 

１
１
０
０ 

円

他
者
に
恋
愛
的
・
性
的
に
惹
か
れ
る
こ
と

が
な
く
、
今
ま
で
感
じ
て
い
た
他
人
と
の
違

和
感
は
こ
れ
だ
っ
た
の
か
と
、
性
的
指
向
に
名
称
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で

救
わ
れ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
し
逆
に
不
安
に
な
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
多
様
性
の
時
代
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
恋
愛
を
す
る
人
も
し
な
い
人
も

自
由
な
は
ず
だ
。�

匿
名
希
望
さ
ん（
書
店
員
）

第 

10 
位

渡
邉
悟
史

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版 

２
９
７
０ 

円

『
生
き
物
の
死
な
せ
方

　

 

共
生・共
存
か
ら
は
み
出
し
た
生
物
た
ち
の
社
会
学
』

生
き
物
と
の
共
存
・
共
生
が
叫
ば
れ
る
現

代
社
会
に
お
い
て
、「
人
間
は
生
き
物
を
ど

の
よ
う
に
死
な
せ
て
い
る
の
か
」「
わ
れ
わ
れ

は
ど
の
よ
う
な
死
や
死
体
と
共
に
あ
り
た
い
の
か
」と
い
う
、
ふ
だ
ん
タ

ブ
ー
視
さ
れ
目
を
背
け
ら
れ
て
い
る
現
象
に
新
た
な
角
度
か
ら
光
を
当
て

た
名
著
。�

西
江
仁
德
さ
ん（
研
究
者
）

第 

11 

位

藤
原
辰
史

人
文
書
院 

２
９
７
０ 

円

『
食
権
力
の
現
代
史　
ナ
チ
ス
「
飢
餓
計
画
」
と
そ
の
水
脈
』

「
飢
餓
は
人
を
平
等
に
殺
さ
な
い
の
だ
」。
食

と
暴
力
の
関
係
は
、
な
お
等
閑
視
さ
れ
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
。
本
書
は
、「
食
権
力
」を
鍵
概

念
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
被
害
者
と
し
て
の
ド
イ
ツ
、
ナ
チ
ス
の

飢
餓
政
策
、
さ
ら
に
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
へ
の
構
造
的
暴
力
と
い
う
、

洗
練
さ
れ
た
飢
餓
政
策
を
読
み
解
い
て
い
く
、
飢
餓
と
暴
力
の
現
代
史
で

あ
る
。�

松
野
享
一

第 

12 

位

宇
野
常
寛

講
談
社 

３
０
８
０ 

円

『
庭
の
話
』

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
流
れ
て
い
く「
思
想
強
め

の
」言
葉
、
不
正
や
過
ち
を
拡
散
す
る
シ
ョ
ー

ト
動
画
、
愉
快
な
小
ボ
ケ
、
過
ぎ
去
っ
た

ミ
ー
ム
を
駆
使
す
る
広
告
ポ
ス
ト
、
イ
ン
プ

レ
ゾ
ン
ビ
、
英
雄
的
な
出
来
事
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、

暴
力
的
だ
が
享
楽
的
で
依
存
性
が
高
く
、「
次
の
一
手
」が
な
い
と
抜
け

出
せ
な
い
。
本
書
で
提
唱
さ
れ
る
新
た
な
戦
略
と
し
て
の「
庭
」に
は
、

と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
ら
れ
た
。�

小
山
大
樹

第 

4 

位

紀 伊 國 屋 じ ん ぶ ん 大 賞 2 0 2 6



こ
の
受
賞
の
報
せ
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
昨
年
の
秋
か
ら
在
外

研
究
の
た
め
に
滞
在
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
地
で
の
こ
と
で
し
た
。

『
斜
め
論
　
空
間
の
病
理
学
』
の
完
成
に
は
、
本
書
の
第
一
章
に
相
当
す
る

最
初
の
原
稿
執
筆
か
ら
数
え
る
と
約
一
〇
年
と
い
う
長
い
歳
月
を
要
し
ま
し

た
。
ま
さ
に
難
産
の
末
に
う
ま
れ
た
本
で
す
が
、
必
ず
し
も
内
容
面
に
お
い

て
書
く
こ
と
が
難
し
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
の
一
〇

年
間
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
）
の
自
分
自
身
の
生
活
や
臨
床
の
中
で
抱

い
て
い
た
、
き
わ
め
て
個
人
的
な
思
い
が
書
く
こ
と
を
妨
げ
て
い
た
の
で
し
た
。

そ
の
こ
と
は
、
あ
と
が
き
で
も
触
れ
た
と
お
り
で
す
。

し
か
し
、
運
命
と
は
不
思
議
な
も
の
で
す
。
本
を
書
き
上
げ
、
出
版
さ
れ

た
の
を
見
届
け
る
と
、
私
は
あ
た
か
も
「
出
し
逃
げ
」
の
よ
う
な
形
で
日
本

を
離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
て
物
理
的
な
距
離
が
生
ま

れ
た
こ
と
で
、
本
書
に
対
し
て
も
、
あ
る
種
の
客
観
的
な
距
離
を
も
っ
て
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

い
ま
あ
ら
た
め
て
本
書
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
も
と
も
と
は
個
人
的
な

思
い
か
ら
書
き
始
め
た
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
「
現

代
」
と
い
う
時
代
の
空
気
、
あ
る
い
は
精
神
医
療
や
思
想
の
現
場
で
起
き
て

い
た
地
殻
変
動
の
よ
う
な
も
の
を
、
図
ら
ず
も
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
個
人
的
な
問
い
が
、
い
つ
の
間
に
か
「
垂

直
か
ら
水
平
へ
、
そ
し
て
斜
め
へ
」
と
い
う
、「
現
代
」
を
覆
う
普
遍
的
な

テ
ー
マ
へ
と
接
続
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
、
多
く
の
読
者
や

書
店
員
の
方
々
に
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
の
も
、
そ
う
し
た
時
代
の
変
化
に

対
す
る
共
感
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
私
が
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
ラ
カ
ン
派
の
精
神
分
析
と
は
、
少

し
異
な
る
領
域
を
扱
っ
た
も
の
で
す
。
い
ま
私
は
フ
ラ
ン
ス
で
、
そ
の
精
神

分
析
を
、
そ
の
本
拠
地
で
一
か
ら
学
び
直
す
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
（
そ
の

成
果
は
遠
か
ら
ず
お
見
せ
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
）。
ラ
カ
ン
の
生
き
た
20
世

紀
、
そ
し
て
フ
ロ
イ
ト
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
19
世
紀
と
い
う
、「
古
く
て
遠

い
」
世
界

─
も
っ
と
も
、
そ
の
考
え
は
今
で
も
十
分
に
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
で

す

─
に
没
入
す
る
前
に
、「
現
代
」
の
切
実
な
課
題

─
す
な
わ
ち
、
垂

直
的
な
権
威
の
否
定
か
ら
水
平
的
な
つ
な
が
り
の
肯
定
へ
、
し
か
し
そ
の
水

平
化
が
単
な
る
平
準
化
と
い
う
管
理
に
堕
す
る
こ
と
の
拒
絶
、
そ
し
て
そ
こ

か
ら
導
き
出
さ
れ
る
「
斜
め
」
と
い
う
あ
り
方

─
を
、
日
本
語
で
徹
底
的

に
考
え
抜
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
に
と
っ
て
本
当
に
幸
運
な
こ
と
で
し
た
。

「
現
代
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
整
理
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
い
ま
腰
を
す
え
て
過

去
の
知
と
、
そ
し
て
自
分
自
身
と
も
向
き
合
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

私
に
と
っ
て
、
大
学
の
外
の
読
者
に
向
け
て
物
を
書
く
こ
と
は
、
漢
字
で

書
く
堅
苦
し
い
「
人
文
」
と
い
う
よ
り
も
、
ひ
ら
が
な
の
「
じ
ん
ぶ
ん
」
と

表
記
さ
れ
る
よ
う
な
、
も
う
少
し
柔
ら
か
い
も
の
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、

哲
学
や
現
代
思
想
、
あ
る
い
は
臨
床
や
政
治
と
い
っ
た
専
門
領
域
の
垣
根
を

越
え
、
け
れ
ど
も
人
文
学
の
知
見
も
参
照
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
を

斜
め
に
横
断
し
て
思
考
す
る
こ
と
の
可
能
性
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
書
が
、
そ
う
し
た
「
じ
ん
ぶ
ん
」
的
な
知
の
あ
り
方
の

一
つ
の
実
践
と
し
て
、
読
者
の
皆
様
の
手
に
届
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
著
者
と

し
て
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
書
の
刊
行

に
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
出
版
社
の
方
々
、

そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の
本
を
手
に
取
り
、

選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
、

心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大賞

松
本
卓
也

筑
摩
書
房
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『
斜な

な

め
論　
空
間
の
病
理
学
』

高
み
に
向
か
お
う
と
す
る
、
ま
た
は

深
さ
を
重
視
す
る「
垂
直
」の
考
え
方
で

は
語
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
か
と
い
っ

て
、
人
々
を
平
準
化
す
る
横
並
び
の「
水

平
」に
も
ま
た
不
足
が
あ
る
。
そ
こ
で
導

き
出
さ
れ
る
の
が
、
水
平
に
少
し
の
垂

直
性
を
加
え
た「
斜
め
」で
あ
る
。
本
書

は
、
二
十
世
紀
か
ら
現
在
ま
で
の
思
想
、

哲
学
、
精
神
分
析
の
変
遷
を
追
い
、「
斜

め
」を
開
い
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ

た
。
特
に「
生
き
延
び
」と
い
う
思
想
に

着
目
し
た
第
三
章
に
胸
を
打
た
れ
た
。

た
っ
た
一
度
き
り
で
終
わ
る
何
か
で
は
な

く
、
続
い
て
い
く「
生
」を
み
つ
め
る
た

め
に
も「
斜
め
」は
有
効
で
あ
る
だ
ろ
う
。

�

山
田
萌
果

自
分
の
い
ま
の
生
き
方
は
垂
直
的
な
の

か
、
水
平
的
な
の
か
。「
垂
直
」と「
水

平
」と
い
う
思
考
枠
組
み
は
、
曖
昧
な
世

界
を
き
れ
い
に
整
理
し
て
く
れ
て
、
そ
れ

ら
抜
き
に
は
何
も
考
え
ら
れ
な
く
な
る
ほ

ど
の
、
強
い
概
念
で
し
た
。
間
違
い
な
く

今
年
一
番
影
響
を
受
け
た「
哲
学
書
」で

す
。�

藤
井
翔
太
さ
ん（
出
版
関
係
）

垂
直
、
水
平
、
斜
め
…
。「
あ
ぁ
は
い

は
い
よ
く
あ
る
感
じ
ね
」と
読
み
始
め
た

ら
ビ
ッ
ク
リ
！ 

議
論
の
整
理
の
周
到
さ
、

「
斜
め
」の
概
念
が
も
つ
射
程
の
広
さ
・

深
さ
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
心

の
み
な
ら
ず
、
人
間
と
は
何
か
、
現
代
と

は
何
か
を
考
え
る
強
力
な
武
器
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。�

髙
部
知
史

個
人
的
に
と
て
も
大
切
な
一
冊
に
な
っ

た
。
一
人
思
い
上
が
っ
て
理
想
を
抱
く
の

を
や
め
て
、
他
者
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ

と
で
初
め
て
回
復
す
る
、
と
い
う
垂
直
か

ら
水
平
へ
の
動
き（
＝
斜
め
）は
、
統
合

失
調
症
で
は
な
い
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
軌

跡
に
も
当
て
は
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感

じ
た
。
意
志
の
力
で
革
命
的
な
何
事
か
を

成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
他

者
と
つ
な
が
り
な
が
ら
日
々
の
苦
労
を
絶

え
ず
生
き
延
び
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
重
要

だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

�

匿
名
希
望
さ
ん（
会
社
員
）

精
神
病
理
学
を
専
門
と
す
る
著
者
が
、

「
心
」や「
ケ
ア
」を
め
ぐ
る
臨
床
・
歴
史
・

思
想
に
つ
い
て
、
10
年
を
か
け
て
書
い
た

総
決
算
。「
当
事
者
」と
い
っ
た
言
葉
の
つ

く
ら
れ
た
場
所
へ
と
遡
行
す
る
こ
と
で
、

本
来
の
輝
き
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
試
み

で
あ
る
。
そ
の
さ
い
に
見
え
て
き
た
の
は
、

「
斜
め
」の
思
想
だ
っ
た
。
人
文
書
を
読

む
喜
び
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な

一
冊
。�

柴
山
浩
紀
さ
ん（
出
版
関
係
）

「読者の皆さまと共に優れた人文書を紹介し、魅力ある
『書店空間』を作っていきたい」─との思いから立
ち上げた「紀伊國屋じんぶん大賞」は、16回目を迎え
ました。おかげさまで、本年もたくさんのご応募と推
薦コメントをお寄せいただきました。
一般読者の方々からいただいた推薦投票を元に、出
版社、紀伊國屋書店社員による推薦を加味し、選考
委員による持ち点評価を加え事務局にて集計し、ベス
ト30を選定いたしました。
＊�2024年11月以降に刊行された人文書を対象とし、2025年11月1日

～ 11月30日の期間に、推薦投票を募りました。当企画における「人
文書」とは、「哲学・思想、心理、宗教、歴史、社会、教育学、批評・
評論」のジャンルに該当する書籍（文庫・新書含む）としております。

＊�推薦コメントの執筆者名は、一般応募の方は「さん」で統一させていた
だき、選考委員は 、紀伊國屋書店一般スタッフは所属部署を併記し
ています。
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